
 

２０２０年度 和歌山県子育て支援員研修 受講者募集要項 
 

 和歌山信愛女子短期大学／和歌山信愛大学         

（この研修は和歌山県から委託を受け、和歌山信愛女子短期大学と和歌山信愛大学が実施します） 

 

1. 開講目的 

 和歌山県内の各地域における保育や子育て支援の担い手を確保するため、保育や子育て支援の仕事に関心を持ち、

それらの仕事に従事することを希望する方や従事している方を対象に、「和歌山県子育て支援員研修」を実施する。 

 

2. 研修の概要・受講対象者 

「子育て支援員」とは、国の要綱に基づく「子育て支援員研修」の受講修了者であって、子育て支援分野に従事

する上で必要な知識や技能等を修得したと認められた方のことである。具体的には、以下に掲げる基本研修と専門

研修の両方を受講し、それぞれの研修の効果測定に合格・修了した場合に、和歌山県が「子育て支援員研修修了証

書」を交付する。修了者は全国共通の「子育て支援員」として認定される。（国家資格ではない） 

なお、この研修の受講対象者は、和歌山県内に住所を置く方、あるいは和歌山県内に勤務・通学する方に限る。 

また、昨年度以前に基本研修のみ修了した方については、今年度の専門研修のコースを受講することができる。 

さらに、昨年度以前に子育て支援員研修を修了した方については、今年度は別の専門研修のコースを受講するこ

とができる。 

 

 

3. 基本研修（概要、日程・場所、参加定員、参加費用、備考） 

概   要 : 子ども・子育てに関する制度や社会状況における子育て支援事業の役割を理解するための科目、 

支援の意味や役割を理解するための科目、特別な支援を必要とする家庭を理解するための科目及 

び総合演習（計8時間）を受講し、効果測定に合格すること。 

 

日程・場所  

Ａ会場 
８月２日（日）・８月９日（日）(２日間） 

県民交流プラザ和歌山ビッグ愛（和歌山市手平２丁目１-２） 

Ｂ会場 
７月２５日（土）・７月２６日（日）（２日間）  

和歌山県立情報交流センター ビッグ・ユー（田辺市新庄町３３５３－９） 

 

参 加 定 員 ： 各会場99名 

参 加 費 用 ： 無料 

備 考 ： 研修カリキュラム・講師氏名は別表のとおりとする。 

 

※一定の条件を満たし、必要書類を提出することで、基本研修の受講及び効果測定を省略することができる。 

1. 「保育士」資格あるいは「社会福祉士」資格を所有する方は、登録証の写しを提出すること。 

【未登録資格不可】【保育士資格証明書・保母資格証明書不可】 

2. 「幼稚園教諭」免許状、「看護師（准看護師を含む）」資格を有し、かつ日々子どもと関わる業務に携わ

るなど、実務経験により基本研修で学ぶべき知識等が修得されていると都道府県知事等が認める方につ

いては、免許状等の写しに加えて、「日々子どもと関わる業務に携わっていることを証明する書類（在職

証明書や職務内容証明書など）」を提出すること。【免許更新該当者未更新不可】 

3. 2020年3月31日までに和歌山県が実施した子育て支援員研修の基本研修を修了した方は、受講申込書（別

紙１）に必要事項を記載し、そのときに発行された「『子育て支援員研修（基本研修）修了証明書』の写

し」または「『子育て支援員研修修了証書』の写し」を提出すること。 

4. 2020年3月31日までに他機関が実施した子育て支援員研修の基本研修を修了した方は、そのときに発行さ

れた「『子育て支援員研修（基本研修）修了証明書』の写し」または「『子育て支援員研修修了証書』の

写し」を提出すること。 

 



 

4. 専門研修（コース別の概要、対象、日程・場所、参加定員、参加費用、備考） 

※専門研修の受講に際しては、基本研修の修了（または免除）を要件とするので注意すること。 

 

 

① 放課後児童コース 

概   要 ： 放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）に関する６科目（計9時間）を受講し、効果測定   

に合格すること。 

対   象 ： 育児経験や職業経験など多様な経験を有し、地域において子育て支援の仕事に関心を持ち、子育 

          て事業の職務に従事することを希望する方。または現在において放課後児童健全育成事業（放課

後児童クラブ）の補助員などに従事する方。 

 

日程・場所  

県民交流プラザビッグ愛 会場 
９月２１（月）㊗（敬老の日）・９月２２日（火）㊗（秋分の日）（２日間）  

県民交流プラザ和歌山ビッグ愛（和歌山市手平２丁目１-２） 

 

参 加 定 員 ： 100名 

参 加 費 用 ： 1,000円 ※資料代等の実費として1,000円を研修初日に徴収する。 

備   考 ： 研修カリキュラム・講師氏名は別表のとおりとする。 

このコースは、放課後児童クラブの補助員の経験年数2年未満等を対象とした研修であり、「放課

後児童支援員」を養成する「放課後児童支援員認定資格研修」とは異なるので注意すること。 

 

② 地域保育コース／一時預かり事業 

③ 地域保育コース／地域型保育事業 

概   要 ： 地域保育の基礎となる共通１１科目（計14時間）に、一時預かり事業に関する５科目、または地

域型保育事業に関する５科目を受講し（計6.5時間+２日以上の見学実習オリエンテーションを含

む）、効果測定に合格すること。 

対   象 ： 育児経験や職業経験など多様な経験を有し、地域において子育て支援の仕事に関心を持ち、子育 

て事業の職務に従事することを希望する方。または現在において地域型保育（小規模保育事業・

家庭的保育事業・事業所内保育事業）や一時預かり保育事業にて、保育士以外の保育従事者など

として従事する方。 

なお、共通科目は2019年度までに受講した地域保育コース／地域型保育事業・ファミリーサポ

ートセンター事業と共通講義となる。希望すれば『子育て支援員研修修了証書』の写し」を提出

することで免除することも可能である。 

 

日程・場所      

日 程 

 

会 場 

講  義 ②③（共通科目）１０月３日（土）・１０月４日（日）（２日間） 

地域保育コース／一時預かり事業と地域型保育事業は共通講義である。  

②（一時預かり事業）１０月１１日（日） ③と別講義 

③（地域型保育事業）１０月１１日（日） ②と別講義 

会  場 10月3日和歌山県立図書館文化情報センター（和歌山市西高松1丁目7番38号） 

10月4日・11日和歌山信愛大学（和歌山市住吉町1番地） 

見学実習 １０月・１１月中 和歌山県内他施設を予定  

詳細、及び健康診断内容等は、受講決定後、見学実習までに受講予定者に案内予定 

 

参 加 定 員 ： 各20名 

参 加 費 用 ： 3,000円 ※資料代等の実費として3,000円を研修初日に徴収する。 

1. ただし、見学実習のための健康診断等（検便を含む。市町村によって受診する内容・費用が異なる。）は、

別途自己負担となる。受診内容によっては、費用が1万円以上になる場合がある。（例：麻疹抗体検査、予

防接種等） 

2. 見学施設までの交通費（各受講者自宅より各自で公共交通機関利用の上現地に行く。）も自己負担である。 

 

 



 

※「見学実習のための健康診断等」の詳細は、受講決定後に通知する。健康診断書の提出がない場合、また検査

結果の確認後、不適と思われる方は見学実習の受講はできない。 

 

備   考 ： 研修カリキュラム・講師氏名は別表のとおりとする。 

1. 2020年3月31日までに和歌山県内外が実施した子育て支援員研修において、地域保育コースのいずれかの事

業受講修了者は別表の備考に掲げる「共通科目１１科目（14時間）」を免除することができる。 

発行された「『子育て支援員研修（基本研修）修了証明書』の写し」または「『子育て支援員研修（専門研 

修）修了証書』の写し」を提出すること。 

2. 見学実習当日に気象警報が発令した場合や、その他の自然災害により当日の見学実習の実施が困難な場合

は、見学実習実施日を変更することがある。 

 

       

④ 地域子育て支援コース／地域子育て支援拠点事業 

概 要 ： 地域子育て支援拠点事業に関する６科目（計6時間）を受講し、効果測定に合格すること。 

対   象 ： 育児経験や職業経験など多様な経験を有し、地域において子育て支援の仕事に関心を持ち、子育 

て事業の職務に従事することを希望する方。または現在において地域子育て支援拠点事業の専任

職員など、主に地域子育て支援拠点事業の業務に携わる自治体職員、あるいは地域子育て支援拠

点事業の実施主体である社会福祉法人・特定非営利活動法人・民間企業等の職員。 

 

日程・場所   

県民交流プラザ和歌山ビッグ愛 会場 
８月３０日（日） 

県民交流プラザ和歌山ビッグ愛（和歌山市手平２丁目１-２） 

 

参 加 定 員 ： 60名 

参 加 費 用 ： 1,000円 ※資料代等の実費として1,000円を研修初日に徴収する。 

備   考 ： 研修カリキュラム・講師氏名は別表のとおりとする。 

 

 

⑤ 地域子育て支援コース／利用者支援事業（基本型） 

概 要 ： 事前学習（「地域資源の理解」に関する課題を提示する）を経て、利用者支援事業（基本型）に 

関する講義・演習、見学実習（計24時間）を受講し、効果測定に合格すること。 

受 講 条 件 ： 自治体あるいは法人等の職員（地域子育て支援拠点事業等）で、相談及びコーディネート等、一 

定の実務経験（1年以上）を有していること。 

（業務に携わっていることを証明するもの『職務内容証明書』の提出が必須） 

 

日程・場所   

日 程 

会 場 

講  義 ２０２１年１月１５日（金）・１月２２日（金）・２月１２日（金）(３日間)   

和歌山信愛大学（和歌山市住吉町1番地） 

和歌 山県内の地域 資源の見学  ※後 日決定（１月 ２５日から２月５ 日までの間の １日を予定 ） 

 

参 加 定 員 ： 15名  

参 加 費 用 ： 1,000円 ※資料代等の実費として1,000円を研修初日に徴収する。 

備   考 ： 研修カリキュラム・講師氏名は別表のとおりとする。 

1. 後日（２０２０年１２月中）に事前学習「地域資源の理解」に関する課題を提示するので、研修初日に持

参すること。 

2. 受講条件に満たない方は受講できないことがある。 

3. 地域資源の見学日程・場所については講義初日に連絡する。 

4. 見学先等の業務の都合上、研修日程を変更することがある。 

5. 申込人数の状況によっては変更や中止の可能性もある。 

 



 

 

5. 申込方法   （送付前のチェックシート必ず参照） 

  受講希望者は、次の書類を 受付開始日２０２０年７月１日（水）～受付終了日２０２０年７月１４日（火） 

＊必着厳守 までに、和歌山信愛女子短期大学 きょう育の和センター 子育て支援員研修担当者宛 まで郵送 

特定記録郵便やレターパック（ライト青で可能）等、送付した記録がわかる郵便で提出すること。郵送以外の申込

みは受け付けない。（※７月１日より前の申込、及び７月１５日以降の申込は受理しない。） 

 

Ａ 受講申込書（別紙１ 基 or免） 

Ｂ 返信用封筒・２通（角型２号（240×332ミリ）の封筒に、自宅の郵便番号・住所･氏名を明記（戸籍に記載さ 

れている通りの表記）し、それぞれ 140円切手を貼付すること。必ず２通用意すること。） 

Ｃ 基本研修の免除を希望する場合は、以下のいずれかの書類を提出すること。 

・「保育士証」の写し(保育士資格証明書・保母資格証明書不可)     

・「社会福祉士登録証」の写し 

・在職証明書や職務内容証明書（様式任意）＋「幼稚園教諭免許状」（免許状の種別は問わない）あるいは「看

護師免許状」「准看護師免許状」いずれかの写し 

・２０１５・２０１６・２０１７・２０１８・２０１９年度に他機関の支援員研修を受講した方は 

「子育て支援員研修の（基本研修）修了証明書」の写しまたは専門研修「子育て支援員研修修了証書」の写し 

 

6. 研修修了の認定方法 

各コースに定める全てのプログラムに出席し（遅刻・早退・欠席は認めない）、終了時に実施する効果測定に合格

すること。合格した方に対しては、後日受講修了証を郵送する。（全コース修了後、２０２１年３月末日迄に発送

予定。仮認定書の発行はしない。） 

 

7. その他 

この研修は、和歌山県の委託を受けて和歌山信愛女子短期大学と和歌山信愛大学が実施する。 

書類不備の場合はそのまま返送する。期限までに必要な書類の提出がない場合は受付できない場合がある。 

（子育て支援関係勤務の方は所属先・勤務先を必ず記載のこと。） 

・受講申し込みが定員を超過する場合は抽選とする。 

・審査による受講者決定後に、受講決定通知書と受講の詳細などの案内を郵送にて通知する。 

・応募者多数で受講できない場合は郵送にて通知する。 

・気象警報発令時も原則として開講する。 

※いずれも返信用封筒を利用する。 

 

【連絡先】 お問い合わせ時間：平日10：00～17：00 

和歌山信愛女子短期大学 きょう育の和センター 子育て支援員研修担当者 阪田宛 

〒640-0341 和歌山県和歌山市相坂702番2 

TEL:070-3268-9696 / MAIL:w.shinai.kosodateshieninkensyu@softbank.ne.jp 

HP:http://www.shinai-u.ac.jp/ （要項等のダウンロードが可能）2020.7.1公開予定 

 

送付前のチェックシート（提出する前に、各自でご確認ください。） 

□ 受講申込書（別紙１ 基 or 免）に必要事項をすべて書き込みましたか。 

□ 受講申込書（別紙１ 基 or 免）は自筆で書きましたか。（戸籍に記載されている通りの表記で） 

□ 角型２号の返信用封筒を２通用意しましたか。 

(角型２号(240×332ミリ)の封筒とは、この募集要項を折らずに 

入れることができる大きさの封筒です。 

□ 角形２号の返信用封筒には、あなたの自宅の郵便番号・住所･氏名 

を記載しましたか。 

□ 角形２号の返信用封筒には140円の切手をそれぞれ貼付しましたか。 

（基本研修の免除を希望する場合）受講申込書（別紙１ 免）に記入 

□ 第一号・第二号・第三号・第四号の免除を希望する方は、必要書類をそれぞれ添付しましたか。 

□ 第三号での免除を希望する方は、基本研修の受講番号（修了証明書番号）を記載しましたか。 

 

 



A 和歌山市 会場：県民交流プラザ和歌山ビッグ愛

全2日間　 99名

日付 時  間 科     目     名 時間数 講師氏名 講  師  職  名 備 考

10:00-11:00  子ども家庭福祉 60分    桑原　徹也  　  和歌山信愛女子短期大学講師

11:10-12:10  児童虐待と社会的養護 60分 桑原　義登  和歌山信愛大学教授

13:10-14:10  子ども・子育て家庭の現状 60分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授

14:20-15:20  保育の原理 60分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授

10:00-11:00  子どもの障害 60分 西原　弘  和歌山信愛女子短期大学教授

11:10-12:10  子どもの発達 60分 西原　弘  和歌山信愛女子短期大学教授

13:10-14:10  対人援助の価値と倫理 60分 西原　弘  和歌山信愛女子短期大学教授

14:20-15:20  総合演習 60分
西原　弘

阪田由美子
  和歌山信愛女子短期大学教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

15:20-15:50  効果測定 30分
西原　弘

阪田由美子
  和歌山信愛女子短期大学教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

B 田辺市  会場：和歌山県立情報交流センター ビッグ・ユー

全2日間　 99名

日付 時  間 科     目     名 時間数 講師氏名 講  師  職  名 備 考

13:00-14:00  子ども家庭福祉 60分    桑原　徹也  　  和歌山信愛女子短期大学講師

14:10-15:10  児童虐待と社会的養護 60分 桑原　義登  和歌山信愛大学教授

15:20-16:20  子どもの障害 60分 西原　弘  和歌山信愛女子短期大学教授

16:30-17:30  子どもの発達 60分 西原　弘  和歌山信愛女子短期大学教授

17:40-18:40  対人援助の価値と倫理 60分 西原　弘  和歌山信愛女子短期大学教授

10:00-11:00  子ども・子育て家庭の現状 60分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授

11:10-12:10  保育の原理 60分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授

13:10-14:10  総合演習 60分
森下　順子
阪田由美子

 和歌山信愛大学准教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

14:10-14:40  効果測定 30分
森下　順子
阪田由美子

 和歌山信愛大学准教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う開催について

8月9日

日曜日

8月2日

日曜日

7月25日

土曜日

7月26日

日曜日

【基　本　研　修】

 参加される受講者が安心安全に受講していただけるための方策として、和歌山県における新型コロナウイル
ス感染症拡大を防止するための取り組みに合わせるとともに、さらなる取り組みとして受付時に検温、マス
クの着用等のお願いをいたします。
　受講決定通知書の郵送時に詳細についてはお願いの書面を同封しご案内します。なお、受講者の健康状況
等によっては会場への入場、受講をお断りいたします。ご容赦ください。
　なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況によっては、さらなる日程変更や中止、また例年より
定員を縮小して開催する場合があります。

*ホームページに掲載している<子育て支援員研修の概要>の開催時間と異なっていますのでご注意くださ
い。（基本研修Ｂ田辺市会場7月25日・放課後児童コース9月21日　開始時間13：00～に変更）



① 　放課後児童コース 会場：県民交流プラザ和歌山ビッグ愛

全2日間　 100名

日付 時  間 科     目     名 時間数 講師氏名 講  師  職  名 備 考

13:00-14:30  放課後児童健全育成事業の目的及び制度内容 90分 担当者
 和歌山県福祉保健部福祉保健政策局
 子ども未来課

14:40-16:10  放課後児童クラブに従事する者の仕事内容と職場倫理 90分 大塚 謙治  一般社団法人日本学童保育士協会

16:20-17:50  子どもの生活と遊びの理解と支援 90分 大塚 謙治  一般社団法人日本学童保育士協会

10:00-11:30  子どもの発達理解と児童期（６歳～１２歳）の生活と発達 90分 西原　弘  和歌山信愛女子短期大学教授

11:40-13:10  放課後児童クラブにおける権利擁護とその機能・役割等 90分 西原　弘  和歌山信愛女子短期大学教授

14:10-15:40  子どもの生活面における対応等 90分
*

阪田由美子
ゲストスピーカー
和歌山信愛女子短期大学　子育て支援員研修担当

15:50-16:20  効果測定 30分
西原　弘

阪田由美子
 和歌山信愛女子短期大学教授
和歌山信愛女子短期大学　子育て支援員研修担当

② 　地域保育コース　一時預かり事業

（共通科目は地域型保育事業と同じ講義となる） 全5日間 20名

日付 時  間 科     目     名 時間数 講師氏名 講  師  職  名 備 考

10:00-10:30  グループ討議 30分 阪田由美子  和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当 共通科目

10:30-11:30  乳幼児の生活と遊び 60分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授 共通科目

11:40-13:10  乳幼児の発達と心理 90分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授 共通科目

14:00-15:00  小児保健Ⅰ 60分 ＊  日本赤十字社 和歌山県支部 共通科目

15:10-16:10  小児保健Ⅱ 60分 ＊  日本赤十字社 和歌山県支部 共通科目

16:20-18:20  心肺蘇生法 120分 ＊  日本赤十字社 和歌山県支部 共通科目

10:00-11:00  地域保育の環境整備 60分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授 共通科目

11:10-12:10  安全の確保とリスクマネジメント 60分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授 共通科目

13:00-14:00  乳幼児の食事と栄養 60分 藤澤　祥子  和歌山信愛女子短期大学非常勤講師 共通科目

14:10-15:40  保育者の職業倫理と配慮事項 90分 西原　弘  和歌山信愛女子短期大学教授 共通科目

15:50-17:20  特別に配慮を要する子どもへの対応（０～２歳児） 90分 西原　弘  和歌山信愛女子短期大学教授 共通科目

17:30-18:30  グループ討議 60分
森下　順子
阪田由美子

 和歌山信愛大学准教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

共通科目

10:00-11:00  一時預かり事業の概要 60分 ＊  社会福祉法人アトム共同福祉会

11:10-13:10 一時預かり事業保育の内容 120分 ＊  社会福祉法人アトム共同福祉会

14:00-15:00 一時預かり事業の運営 60分 ＊  社会福祉法人アトム共同福祉会

15:10-16:40 一時預かり事業における保護者への対応 90分 ＊  社会福祉法人アトム共同福祉会

16:50-17:50  一時預かり・小規模保育事業見学実習オリエンテーション 60分
森下　順子
阪田由美子

 和歌山信愛大学准教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

一時預かり事業見学実習
森下　順子
阪田由美子

 和歌山信愛大学准教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

一時預かり事業見学実習
森下　順子
阪田由美子

 和歌山信愛大学准教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

9月21日

月曜日
㊗

敬老の日

9月22日

火曜日
㊗

敬老の日

一時預かり
事業

10月3日

土曜日

10月4日

日曜日

【専　門　研　修】

10月11日

日曜日

10月/11月
中

の２日間

和歌山県
内他施設

会場：10月3日　和歌山県立図書館文化情報センター
　　　10月4日・11日　和歌山信愛大学



③ 　地域保育コース　地域型保育
（共通科目は一時預かり事業と同じ講義となる） 全5日間 20名

日付 時  間 科     目     名 時間数 講師氏名 講  師  職  名 備 考

10:00-10:30  グループ討議 30分 阪田由美子  和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当 共通科目

10:30-11:30  乳幼児の生活と遊び 60分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授 共通科目

11:40-13:10  乳幼児の発達と心理 90分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授 共通科目

14:00-15:00  小児保健Ⅰ 60分 ＊  日本赤十字社 和歌山医療センター 共通科目

15:10-16:10  小児保健Ⅱ 60分 ＊  日本赤十字社 和歌山医療センター 共通科目

16:20-18:20  心肺蘇生法 120分 ＊  日本赤十字社 和歌山医療センター 共通科目

10:00-11:00  地域保育の環境整備 60分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授 共通科目

11:10-12:10  安全の確保とリスクマネジメント 60分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授 共通科目

13:00-14:00  乳幼児の食事と栄養 60分 藤澤　祥子  和歌山信愛女子短期大学非常勤講師 共通科目

14:10-15:40  保育者の職業倫理と配慮事項 90分 西原　弘  和歌山信愛女子短期大学教授 共通科目

15:50-17:20  特別に配慮を要する子どもへの対応（０～２歳児） 90分 西原　弘  和歌山信愛女子短期大学教授 共通科目

17:30-18:30  グループ討議 60分
森下　順子
阪田由美子

 和歌山信愛大学准教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

共通科目

10:00-11:00 地域型保育の概要 60分 ＊  フォーキッズ株式会社

11:10-13:10 地域型保育の内容 120分 ＊  フォーキッズ株式会社

14:00-15:00 地域型保育の運営 60分 ＊  フォーキッズ株式会社

15:10-16:40 地域型保育における保護者への対応 90分 ＊  フォーキッズ株式会社

16:50-17:50  一時預かり・地域型保育見学実習オリエンテーション 60分
森下　順子
阪田由美子

 和歌山信愛大学准教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

地域型保育事業見学実習
森下　順子
阪田由美子

 和歌山信愛大学准教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

地域型保育事業見学実習
森下　順子
阪田由美子

 和歌山信愛大学准教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

④ 　地域子育て支援コース 地域子育て支援拠点事業 会場：県民交流プラザ和歌山ビッグ愛

全1日間 60名

日付 時  間 科     目     名 時間数 講師氏名 講  師  職  名 備 考

10:00-11:00  地域子育て支援拠点事業の全体像の理解 60分 担当者
 和歌山県福祉保健部福祉保健政策局
 子ども未来課

11:10-12:10  利用者の理解 60分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授

13:10-14:10  地域子育て支援拠点の活動 60分
＊

阪田由美子
 和歌山県内子育て拠点事業の担当者を予定
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰｶｰ有

14:20-15:20  事例の検討 60分 森下　順子  和歌山信愛大学准教授

15:30-16:30  講習等の企画づくり 60分 村田　和子  和歌山大学教授

16:40-17:40  地域資源の連携づくりと促進 60分 村田　和子  和歌山大学教授

17:40-18:10  効果測定 30分
森下　順子
阪田由美子

 和歌山信愛大学准教授
 和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

⑤  地域子育て支援コース　利用者支援事業（基本型） 会場：和歌山信愛大学

全4日間 15名

日付 時  間 科     目     名 時間数 講師氏名 講  師  職  名 備 考

1月15日
10:00-11:00  利用者支援事業の概要  60分

*山田　和子
前馬　理恵

 四天王寺大学看護学部教授
 和歌山県立医科大学保健看護学部教授

金曜日
11:10-12:10  地域資源の概要  60分

山田　和子
*前馬　理恵

 四天王寺大学看護学部教授
 和歌山県立医科大学保健看護学部教授

13:10-15:40  地域資源の把握（事前学習） 150分
山田　和子
*前馬　理恵

 四天王寺大学看護学部教授
 和歌山県立医科大学保健看護学部教授

480分のうち
のｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

1月22日
10:00-11:30  利用者支援専門員に求められる基本的姿勢と倫理  90分

*山田　和子
前馬　理恵

 四天王寺大学看護学部教授
 和歌山県立医科大学保健看護学部教授

金曜日
11:40-12:40  記録の取扱い  60分

*山田　和子
前馬　理恵

 四天王寺大学看護学部教授
 和歌山県立医科大学保健看護学部教授

13:40-15:40
 事例分析Ⅰ～ジェノグラムとエコマップを活用した
 アセスメント

120分
山田　和子
*前馬　理恵

 四天王寺大学看護学部教授
 和歌山県立医科大学保健看護学部教授

1月25日～
2月5日のう

ち1日
480分相当  地域資源の見学　（詳細については後日郵送） 480分

山田　和子
前馬　理恵

 四天王寺大学看護学部教授
 和歌山県立医科大学保健看護学部教授

10:00-11:30  事例分析Ⅱ～社会資源の活用とコーディネーション  90分
山田　和子
*前馬　理恵

 四天王寺大学看護学部教授
 和歌山県立医科大学保健看護学部教授

13:00-14:30  話し合い 見学を踏まえた発表準備  90分
山田　和子
前馬　理恵

 四天王寺大学看護学部教授
 和歌山県立医科大学保健看護学部教授

14:40-15:40  まとめ  60分
山田　和子
前馬　理恵

 四天王寺大学看護学部教授
 和歌山県立医科大学保健看護学部教授

 15:40～16:40 効果測定  60分 阪田由美子  和歌山信愛女子短期大学 子育て支援員研修担当

会場：10月3日　和歌山県立図書館文化情報センター
　　　10月4日・11日　和歌山信愛大学

地域型保育

10月3日

土曜日

10月4日

日曜日

10月11日

日曜日

和歌山県
内他施設

金曜日

2月12日

８月３０日

日曜日

10月/11月
中

の２日間



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山信愛女子短期大学／ 

和歌山信愛大学 

きょう育の和センター 
＜お問い合わせ＞〒640-0341 和歌山県和歌山市相坂702番2 

和歌山信愛女子短期大学 

TEL：070-3268-9696 （平日10：00－17：00）   

MAIL：w.shinai.kosodateshieninkensyu@softbank.ne.jp 

HP http://www.shinai-u.ac.jp/  


